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～3月13日　矢吹中学校卒業式～　
　　　165名が思い出の校舎に別れを告げました

◇  令和６年度教育委員会表彰式◇  令和６年度教育委員会表彰式
◇「矢吹町成年後見支援センター」が開所しました◇「矢吹町成年後見支援センター」が開所しました
◇「こども家庭センター」は保健福祉センターへ移転しました◇「こども家庭センター」は保健福祉センターへ移転しました



広報やぶき 2025.４.１③

功　　労　（小学生） （敬称略）

氏　名 区　分 業　　　　績

小
おや

　宅
け

　　　遵
しゅん 善郷小学校3年

鏡石MBCスポーツ少年団に所属し第２回東北U12バスケットボールサマーキャ
ンプに出場

吉
よし

　成
なり

　愛
あい

之
の

助
すけ 善郷小学校3年

馬
ば

　場
ば

　富
とみ

　蔵
くら 善郷小学校5年

湯
ゆ

　浅
あさ

　希
のぞ

　望
む 矢吹小学校6年

須
す

　藤
どう

　颯
そう

　太
た 善郷小学校6年

松
まつ

　谷
や

　旺
おう

　祐
すけ 善郷小学校6年

三
み

　村
むら

　快
かい

　晟
せい 善郷小学校6年

吉
よし

　成
なり

　愛
あ

祐
ゆ

斗
と 善郷小学校6年

神
かん

　崎
ざき

　　　渚
なぎさ 善郷小学校2年

県南ガールズに所属し春日部友好杯（第38回全日本小学生女子ソフトボール大
会の代替大会）に出場

佐
さ

　藤
とう

　羽
わ

　奏
かな 中畑小学校5年

県南ガールズに所属し第17回春季全日本小学生女子ソフトボール大会に出場及
び春日部友好杯（第38回全日本小学生女子ソフトボール大会の代替大会）に出
場

渡
わた

　辺
なべ

　紗
さ

也
や

那
な 善郷小学校6年

堀
ほり

　井
い

　柚
ゆず

　希
き 三神小学校6年

鈴
すず

　木
き

　夢
ゆ

　絆
な 善郷小学校4年 あゆりジュニアに所属し全農杯2024年全日本卓球選手権大会に出場

大
おお

　野
の

　琉
る

　生
い 中畑小学校6年 フェイムクラブに所属し第38回東北トランポリン競技選手権大会に出場

鈴
すず

　木
き

　晴
はる

　斗
と

中畑小学校6年
第33回国際大山空手連盟全日本選手権大会（小学５・６年組手の部）に出場
し、第２位に入賞

髙
たか

　久
く

　歩
ほ

　紀
のり

中畑小学校4年
第74回福島県統計グラフコンクール第２部にて福島県知事賞を受賞し、第72回
統計グラフ全国コンクールに出品

水
み

　戸
と

　遥
はる

　大
と

中畑小学校5年
第74回福島県統計グラフコンクール第３部にて福島県知事賞を受賞し、第72回
統計グラフ全国コンクール第３部にて佳作を受賞

星
ほし

　　　まどか 善郷小学校1年
第74回福島県統計グラフコンクール第1部にて福島県教育委員会教育長賞を受
賞し､第72回統計グラフ全国コンクール第1部にて佳作を受賞

水
み

　戸
と

　彩
あや

　夏
か

中畑小学校3年
第74回福島県統計グラフコンクール第２部にて福島県教育委員会教育長賞を受
賞し、第72回統計グラフ全国コンクールに出品

穂
ほ

　積
ずみ

　明
あ

日
す

香
か

中畑小学校5年
第74回福島県統計グラフコンクール第３部にて福島県教育委員会教育長賞を受
賞し、第72回統計グラフ全国コンクールに出品

大
おお

　竹
たけ

　真
ま

　緒
お

矢吹小学校5年
第74回福島県統計グラフコンクール第３部にて福島県統計協会名誉会長賞を受
賞し第72回統計グラフ全国コンクールに出品

星
ほし

　　　善
ぜん

　輝
き 善郷小学校4年 第70回青少年読書感想文福島県コンクールにて特選を受賞

大
おお

和
わ

田
だ

　龍
りゅう

　聖
せい 中畑小学校4年 第56回福島県児童作文コンクールにて特選を受賞

鈴
すず

　木
き

　唯
ゆ

　愛
あ 中畑小学校6年 第26回全日本電卓競技大会東北大会にて特別賞を受賞

三　神　小　学　校
令和６年度ふくしまっ子健康マネジメントプラン事業においてふくしまっ子体
力向上優秀校を受賞

中　畑　小　学　校 第74回福島県統計グラフコンクールにて優秀学校賞を受賞

広報やぶき 2025.４.１ ②

　今年度の矢吹町教育委員会表彰式が２月28日、町文化センターで
行われ、各分野で貢献・活躍された次の方々が受賞されました。

令和
6年度

矢吹町教育委員会表彰式

功　　労　（一　般）

功　　労　（中学生）

（敬称略）

氏　名 区　分 業　　　　績

長
は

谷
せ

川
がわ

　栄
えい

　二
じ

功労・体育
ふくしま駅伝矢吹町チームの監督として通算20年、選手として通算16年活躍。
町の部で２度優勝に導いた功績

株式会社
エースパック

功労・文化音楽 次代を担う子どもたちへの特色ある教育の推進に貢献した功績

株式会社
ケーイーティ

功労・文化音楽 町の教育振興及び子ども子育て支援の充実に貢献した功績

氏　名 区　分 業　　　　績

小
お

野
の

寺
でら

　優
ゆう

　志
し 矢吹中学校1年

白河ボーイズに所属し第22回日本少年野球東北大会に出場及びエイジェック
カップ第55回日本少年野球選手権大会に出場本

ほん

　宮
ぐう

　奏
かな

　翔
と 矢吹中学校1年

熊
くま

　倉
くら

　一
いっ

　誓
せい 矢吹中学校2年

蛭
ひる

　田
た

　詩
し

　音
おん 矢吹中学校3年

・白河ボーイズに所属し第22回日本少年野球東北大会に出場及びエイジェック
カップ第55回日本少年野球選手権大会に出場
・令和６年度日本少年野球東日本報知オールスター戦に東北南選抜メンバーと
して出場

阿
あ

　部
べ

　智
のり

　斗
と 矢吹中学校1年 サッカー福島県トレーニングセンターU-13の選手として選抜

佐
さ

久
く

間
ま

　埜
の

　乃
の 矢吹中学校1年

ビアンコーネ福島レディースに所属しＪＦＡ第15回全日本U-15女子フットサル
選手権大会東北大会に出場

向
むか

　尾
お

　幸
ゆき

　村
むら 矢吹中学校2年

第55回全国中学校卓球大会に出場及びJOCジュニアオリンピックカップ2024年
全日本卓球選手権大会(カデットの部)に出場

酒
さか

　井
い

　　　皐
さつき 矢吹中学校2年

JOCジュニアオリンピックカップ2024年全日本卓球選手権大会(カデットの部)
に出場

浅
あさ

　川
かわ

　直
なお

　哉
や 矢吹中学校1年

第11回福島県管弦打楽器ソロコンテストにて最優秀金賞を受賞及び第13回日本
学校合奏コンクール2024全国大会ソロ＆アンサンブルコンテスト（ソロ部門）
に出場

太
おお

　田
た

　花
か

　歩
ほ 矢吹中学校3年

令和６年度歯科衛生図画・ポスター・書写・標語コンクール（ポスターの部）
にて最優秀賞を受賞し、2024年度歯・口の健康に関する図画・ポスターコン
クールにて佳作を受賞

喜
き

多
た

山
やま

　莉
り

　帆
ほ 矢吹中学校3年

第46回「全日本中学生水の作文福島県コンクール」において優秀賞を受賞し、
全国コンクールに出品

瀬
せ

　和
わ

　結
ゆい

　花
か 矢吹中学校3年 第84回全国教育美術展全国審査にて入選

三
み

　村
むら

　優
ゆ

　奈
な 矢吹中学校3年 高円宮杯第76回全日本中学校英語弁論大会（弁論部門）に出場

曲
まがり

　山
やま

　美
み

　優
ゆう 矢吹中学校3年 第73回福島県下中学校英語弁論大会（暗唱部門）にて第２位に入賞

栗
くり

　原
はら

　ほのか 矢吹中学校3年 第41回NHK杯全国中学校放送コンテスト（アナウンス部門）に出場し、入選

矢　吹　中　学　校 第46回「全日本中学生水の作文福島県コンクール」において学校賞を受賞

（敬称略）



広報やぶき 2025.４.１⑤

矢吹町社会福祉協議会では、令和７年１月６日より町の委託を受けて「矢吹町成年後見支援センター」を開所しました。

　「矢吹町成年後見支援センター」では、認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由により判断能力が十分でなく、自
分一人では契約や財産管理などをすることが難しい方が、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、成年後見制度な
どの活用についてお手伝いします。

　大きく（１）判断能力が衰えてから利用する法定後見制度
　　　　（２）将来の判断能力が衰えたときに備える任意後見制度
　　にわけられ、法律面や生活面で保護したり支援したりする制度です。

矢吹町成年後見支援センターが開所しました矢吹町成年後見支援センターが開所しました

　お困りごと・心配ごとはありませんか？

　成年後見制度って、なに？

矢吹町成年後見支援センター（矢吹町社会福祉協議会内）　☎（44）5210問い合わせ

　「人・モノ・自然を大切にする心を生かして、ごみゼ
ロのまちを築きましょう」をスローガンに、第37回全
町クリーン作戦を次のとおり実施します。
　町民のみなさんのご協力をよろしくお願いいたし
ます。

第37回　全町クリーン作戦開催のお知らせ第37回　全町クリーン作戦開催のお知らせ
まちづくり推進課　環境衛生係　☎（42）2112問い合わせ

【分別回収にご協力ください】
■①燃えるごみ、②燃えないごみ、③かん類、④びん類に分
別してください。
■ペットボトルは「燃えるごみ」に入れてください。
■アルミ缶、スチール缶で再資源化でき
るきれいなものは「かん類」、汚れて
いるもの、錆びているもの及びスプ
レー缶は「燃えないごみ」に入れてく
ださい。

成年後見制度は、判断能力が不十分な方々の権利や財産を守り、意思決定を
支援する身近な仕組みです。

成年後見制度の仕組みや利用に関して、ご相談等がありましたらお問い合わせください。

日　時　４月27日（日）　午前中
内　容　道路、公園、集会所等の公共施設の
　　　　ごみ拾い作業

　交通安全協会矢吹支部では町内での交通安全啓蒙活
動を通して、交通事故が発生しないよう取組んでおります。
　主な活動はお住まいの地域でのカーブミラー設置、
「とまれ」等の注意喚起看板の設置等の活動をしており、
「自分たちの安全安心は自分たちで」を理念として活動
しております。
　地域内の交流も積極的に行われておりますので、ご協
力いただける方の参加をお待ちしております。

まちづくり推進課　生活安全係　☎（42）2112問い合わせ

交通安全協会矢吹支部活動に参加しませんか交通安全協会矢吹支部活動に参加しませんか

④広報やぶき 2025.４.１ ④

奨　　励　　賞 （敬称略）

氏　名 区　分 業　　　　績

渡
わたな

　辺
べ

　有
あり

　咲
さ 矢吹中学校2年

令和６年度歯科衛生図画・ポスター・書写・標語コンクール（ポスターの部）
にて佳作を受賞

斉
さい

　藤
とう

　美
み

　波
なみ 矢吹中学校3年 第48回福島県書道連盟展にて福島民報社賞を受賞

兜
かぶと

　森
もり

　は　な 矢吹中学校3年 第69回福島県書きぞめ展にて書きぞめ奨励賞を受賞

伊
い

　東
とう

　柚
ゆず

　紀
き 矢吹中学校3年 第46回「全日本中学生水の作文福島県コンクール」において入選

三
み

　村
むら

　優
ゆ

　奈
な 矢吹中学校3年

令和６年度中学生の「税についての作文」にて福島県知事賞を受賞及び第46回
「全日本中学生水の作文福島県コンクール」において入選

佐
さ

久
く

間
ま

　　　新
しん 矢吹小学校2年

第74回福島県統計グラフコンクール第１部にて福島県統計協会名誉会長賞を受
賞

北
きた

　畠
ばたけ

　結
ゆい

　花
か 善郷小学校3年

第74回福島県統計グラフコンクール第２部にて福島県統計協会名誉会長賞を受
賞及び第38回福島県児童画展にて金賞を受賞

山
やま

　邉
のべ

　悠
ゆう

　太
た 矢吹小学校3年

令和６年度 阿武隈川上流児童図画コンクール（図画部門）にて福島河川国道
事務所長賞を受賞及び令和６年度歯科衛生図画・ポスター・書写・標語コン
クール（図画の部）にて佳作を受賞

滝
たき

　田
た

　裕
ひろ

　人
と 矢吹小学校3年

令和６年度 阿武隈川上流児童図画コンクール（ポスター部門）にて審査員特
別賞を受賞及び令和６年度歯科衛生図画・ポスター・書写・標語コンクール
（図画の部）にて佳作を受賞

星
ほし

　　　利
り

駈
く

人
と 矢吹小学校5年

令和６年度 阿武隈川上流児童図画コンクール（ポスター部門）にて摺上川ダ
ム管理所長賞を受賞

西
にし

　垣
がき

　玲
れい

　香
か 善郷小学校2年

令和６年度「ふくしまっ子ごはんコンテスト」小学校下学年の部にてアイディ
ア賞を受賞

水
み

　戸
と

　彩
あや

　夏
か 中畑小学校3年 令和６年度福島県火災予防絵画・ポスターコンクールにて優秀賞を受賞

髙
たか

　久
く

　歩
ほ

　紀
のり 中畑小学校4年 第70回青少年読書感想文福島県コンクールにて入選

菊
きく

　地
ち

　琉
り

　愛
な

中畑小学校5年
第69回福島県たなばた展にて奨励賞を受賞及び第69回福島県書きぞめ展にて書
きぞめ賞を受賞

向
むか

　井
い

　はるき 三神小学校5年
第69回福島県書きぞめ展にて書きぞめ奨励賞を受賞

三
み

島
しま

木
き

　愛
あい

　彩
さ 善郷小学校6年

矢吹中学校男子卓球部
令和６年度第67回福島県中学校体育大会 卓球大会にて第3位に入賞及び令和６
年度第53回福島県中学生新人卓球大会にて第３位に入賞

矢吹中学校サッカー部 令和６年度第67回福島県中学校体育大会 サッカー大会にて第３位に入賞

矢　吹　中　学　校 第48回福島県書道連盟展にて優秀団体賞を受賞

教育委員会表彰式 長谷川氏 謝辞



広報やぶき 2025.４.１⑦

※並び順:申請順　※所属校:申請時点	 令和7年2月25日現在の申請者です。　

令和６年度矢吹町文化・スポーツ振興基金助成事業実績

◆スポーツ事業

申　請　者（敬称略） 事　業　名　(大会名) 種　別

鈴
すず

木
き

　夢
ゆ

絆
な

（善郷小4年) 全農杯2024年全日本卓球選手権大会 全国大会

塩
しお

澤
ざ わ

　直
なお

登
と

　　　　　　　熊
くま

倉
く ら

　秀
しゅう

謙
け ん

第44回東北クラブ男子ソフトボール選手権大会 東北大会

塩
しお

澤
ざ わ

　直
なお

登
と

　　　　　　　熊
くま

倉
く ら

　秀
しゅう

謙
け ん

第70回東北総合男子ソフトボール選手権大会 東北大会

木
き

船
ふね

　政
まさ

一
か ず

第16回北日本古希軟式野球大会 東北大会

矢吹シルバー野球クラブ 第27回北日本還暦軟式野球大会 東北大会

大
おお

野
の

　琉
る

生
い

（中畑小6年) 第38回東北トランポリン競技選手権大会 東北大会

渡
わた

辺
な べ

沙
さ 　 や 　 な

也那（善郷小6年)　堀
ほり

井
い

　柚
ゆず

希
き

（善郷小6年)
第38回全日本小学生女子ソフトボール大会 全国大会

佐
さ

藤
とう

　羽
わ

奏
か な

（中畑小5年)　神
かん

崎
ざ き

　　渚
なぎさ

（善郷小2年)

大
おお

寺
で ら

　　誠
まこと 2024年度東日本ミッドアマチュアゴルファーズ選手権東

日本Ａ地区決勝 東北大会

湯
ゆ

浅
あさ

　希
のぞ

望
む

（矢吹小6年)　松
まつ

谷
や

　旺
おう

祐
す け

（善郷小6年)

第２回東北U12バスケットボールサマーキャンプ 東北大会
馬
ば

場
ば

　富
とみ

蔵
く ら

（善郷小5年)　須
す

藤
ど う

　颯
そう

太
た

（善郷小6年)

三
み

村
む ら

　快
かい

晟
せ い

（善郷小6年)　小
お
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（環太平洋大学1年) 第108回日本陸上競技選手権大会 全国大会

松
まつ

本
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　樹
じゅ

伊
い

（環太平洋大学1年)
第77回西日本学生陸上競技対校選手権大会西日
本インカレ 東北大会

熊
くま

倉
く ら

　一
いっ

誓
せ い

（矢吹中2年)　小
お

野
の

寺
で ら

優
ゆ う

志
し

（矢吹中1年)
第22回日本少年野球東北大会 東北大会
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（矢吹中3年)　本
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　奏
かな

翔
と

（矢吹中1年)

熊
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せ い

（矢吹中2年)　小
お

野
の

寺
で ら

優
ゆ う

志
し

（矢吹中1年)
第55回日本少年野球選手権大会 全国大会

蛭
ひる

田
た

　詩
し

音
お ん

（矢吹中3年)　本
ほん

宮
ぐ う

　奏
かな

翔
と

（矢吹中1年)

蛭
ひる

田
た

　詩
し

音
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（矢吹中3年)
令和６年度日本少年野球東日本報知オールスター
戦 東北大会

氏
うじ

家
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　孝
たか

紀
と し

　　　　　　　遠
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藤
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　　大
ひろし

第32回全日本古希軟式野球大会 全国大会
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　　　　　　　熊
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倉
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　秀
しゅう
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第70回全日本総合男子ソフトボール選手権大会 全国大会
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　雄
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じ

第７回全日本ラージボール卓球選手権大会 全国大会
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家
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孝
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　　　　　　　根
ね

本
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　　博
ひろし

第８回東日本都市対抗シニア軟式野球大会 東北大会
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の

乃
の

（矢吹中1年)
ＪＦＡ第15回全日本Ｕ－１５女子フットサル選手権
大会東北大会 東北大会

若
わか

松
ま つ

　瑠
る

菜
な 第25回全国社会人クラブ対抗バドミントン選手権

大会 全国大会

湯
ゆ

浅
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　希
のぞ

望
む

（矢吹小6年)　松
まつ

谷
や

　旺
おう

祐
す け

（善郷小6年)

第44回東北ミニバスケットボール交歓大会 東北大会
馬
ば

場
ば
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蔵
く ら

（善郷小5年)　須
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藤
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太
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（善郷小6年)

三
み

村
む ら

　快
かい

晟
せ い

（善郷小6年)　小
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（善郷小3年)
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成
な り
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祐斗（善郷小6年)　吉
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成
な り

愛
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之助（善郷小3年)

佐
さ

藤
と う

　羽
わ

奏
か な

（中畑小5年) 第18回春季全日本小学生女子ソフトボール大会 全国大会

荒
あら

井
い

　すず（善郷小6年) 第44回東北ミニバスケットボール交歓大会 東北大会

◇◇◇皆様の今後のご活躍と事業の発展をお祈りいたします。◇◇◇

⑥広報やぶき 2025.４.１ ⑥

　町では、町民の皆様が自主的に行う「文化芸術活動」及び「スポーツ活動」の充実と発展・振興のため、「矢吹町文化・ス
ポーツ振興基金」を設けて、同基金による助成事業を行っております。

　申請後に、矢吹町文化・スポーツ振興基金運営委員会において、申請内容が審議され、教育委員会の議決後に交付決定
がされます。

（１）個人にあっては、矢吹町に住所を有するもの。ただし、町外在住の矢吹町出身者については、次のいずれか
　　　の要件を有するものであること。
　　　①学生　②学生以外のもので、転出先における同等の助成を受けられない正当な理由があるもの。
（２）団体等にあっては、町内に所在し次の要件を全て有するものであること。
　　　①一定の規約を有すること　　　②代表者及び所在地が明らかであること
　　　③会計経理が明確であること　　④一定の活動実績がある、またはその見込みがあること	

文化・スポーツ振興基金助成事業を活用しましょう！！文化・スポーツ振興基金助成事業を活用しましょう！！
生涯学習課　スポーツ振興係　☎（21）9112問い合わせ

　矢吹町文化スポーツ振興基金助成事業について

　助成の対象者

◆文化事業

◆スポーツ事業

№ 事　業　名 概　　要 助成率 限　　度　　額

1
成果発表事業

（出版事業も含む）　

・町民に広く公開される事業 
・個人出版は、概ね50ページ以上、100部以上の印
刷物

1/2以内 個人：５万円 
団体：10万円

2 出場出品事業

・出品事業は、作品の運搬料

定額

個人：１万円

・出場する事業は、文部科学省等が主催または共
催するものの他、町教育委員会が認めるもの

団体：全国大会20万円 
　　　東北大会10万円 
個人：全国大会２万円 
　　　東北大会１万円

3 文化財の保護事業

・保存、伝承、記録事業の外に、伝統文化復活事業
を含む。 
・文化財保護審議会の承認が必要 
・国、県及び町指定の文化財は対象外

1/2以内 伝統文化：50万円 
そ の 他：20万円

4 国際文化事業 ・国際シンポジウムや国際文化講演会 1/2以内 団体：50万円

5 民間文化施設の整備
事業 ・広く町民に提供される施設等の整備費 基金運営委

員会で決定

№ 事　業　名 概　　要 助成率 限　　度　　額

1 各種大会出場事業
・東北大会以上の大会に出場する個人または団体 
・学校の部活動による出場は激励金支給事業に該
当するため対象外とします

定額

団体：全国大会20万円 
　　　東北大会10万円 
個人：全国大会2万円 
　　　東北大会1万円

2 スポーツ振興事業 ・地元開催で町または町教育委員会が後援する事
業 1/2以内 団体：5万円

3 スポーツ大会開催
事業　

・単一種目大会開催事業 
・スポーツ少年団開催事業

1/2以内

団体：3万円

・地域スポーツ開催
団体：2万円（同一種目） 
団体：5万円 

（自治会内全町民対象）

4 スポーツ選手強化
事業

・国民体育大会全国大会にエントリーされた選手
等の県外または国外で行われる強化事業 定額 国内：2万円 

国外：3万円

5 スポーツ研修事業 ・スポーツの振興に寄与すると認める事業で、営業
許可のある業者よりバスを借り上げる場合 1/2以内 団体：2万円

※同基金による助成事業の他に、部活動で上位大会に出場を決めた高校生を対象にした「激励金支給事業」を実施し
ています。
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　役場からマイナンバーカード交付通知が届いている方で、平日の役場開庁時間に受取
りが困難な方、及びカード申請が困難な方は、交付及び申請の日曜開庁日（事前予約）を
ぜひご利用ください。
＊当日はマイナンバーカード交付及び申請のみの業務となります。

　　　日曜日のマイナンバーカードの申請及び交付の　　　日曜日のマイナンバーカードの申請及び交付の
　　　　　　　　　　オンライン予約が始まりました　　　　　　　　　　オンライン予約が始まりました

総合窓口課　窓口係　☎（42）2114問い合わせ

開　庁　日 インターネット予約締切 開　庁　日 インターネット予約締切
令和７年４月13日 令和７年４月８日 令和７年10月５日　 令和７年９月30日
令和７年５月11日 令和７年５月６日 令和７年11月30日　 令和７年11月25日
令和７年６月15日 令和７年６月10日 令和７年12月14日　 令和７年12月９日
令和７年７月13日 令和７年７月８日 令和８年１月25日　 令和８年１月20日
令和７年８月24日 令和７年８月19日 令和８年２月15日　 令和８年２月10日
令和７年９月７日 令和７年９月２日 令和８年３月15日　 令和８年３月10日

（１）インターネット予約（24時間受付、日時指定可）
　　矢吹町ホームページもしくは右記QRコードより予約してください。
　　※ご本人様でなくご家族など、他にインターネットができる方が代わりに予約されても構いません。
　※予約トラブル防止のため、原則電話での予約を行いません。

予約開始日 令和７年４月１日

予約枠・時間

予約枠は30分毎に設定
① 午前９時　　　② 午前９時30分　　　③ 午前10時
④ 午前10時30分　　　⑤ 午前11時　　　⑥ 午前11時30分
※１枠最大４名

※ご自身やご家族、周りにもインターネットができる方がおらず、インターネット予約ができない方は総合窓口課
　窓口係にご相談ください。

健康寿命を支える保険の入れ歯(アクリジェット)と
HAインプラント！

入れ歯・HAインプラントセンター  専門医

たまち歯科医院　院長 佐久間 弘
矢 吹 町 田 町 191-4 
☎0248（44）4889

　健康寿命とは、助けがなくても一人で身の回りの事が何
でも出来て、不自由なく生活できると言われる年齢です。
　歯が少なくなるほど認知症になりやすく、健康寿命も低
くなります。
男性は72.68歳、女性は75.38歳(2019年)

  ２．令和７年度日曜開庁日　　開庁時間：午前９時から正午

  １．マイナンバーカードの日曜の申請及び交付は「事前予約制」です
　４月１日からインターネット予約を受け付けます。日曜開庁日の申請及び交付を希望される方は、インターネットでお早
めの予約をおすすめします。また、インターネット予約の場合は時間の指定もできますので、是非この機会にインターネッ
ト予約をご利用ください。

  ３．事前予約方法

広報やぶき 2025.４.１ ⑧

町では、７月から各種検診を実施いたします。
　町民検診のお知らせは、「国民健康保険加入者の方」「令和２年度～令和６年度の間に１回でも町民検診を受けたこと
がある方」へ送付いたします。乳がん・子宮がん・骨粗しょう症検診のお知らせは、対象者の方全員に送付いたします。
　下記に当てはまる方は検診のお知らせが届きませんので、受診を希望される方は以下のとおりお申込みください。

１　申込の必要な方
　（１）これまで検診の通知が来たことがない方
　（２）転入された方
　（３）お仕事をやめられた方
　（４）“前年度“子宮がん・乳がん検診対象の方のうち前年度に受診出来なかった方で、令和７年度に受診を希望する方
２　申込方法
　①下記の表から受けたい検診をご確認ください
【集団検診】会場：町保健福祉センター　※費用は無料です。
【個別検診】会場：町指定医療機関　　　※一部自己負担金があります。

令和７年度の各種検診に関するお知らせ令和７年度の各種検診に関するお知らせ
保健福祉課　健康増進係　☎（44）2300問い合わせ

▼以下の検診は、医療保険（国民健康保険、社会保険など）に関係なく受診出来ます。

②次のいずれかの方法でお申し込みください。（申込期限：令和７年５月3０日㈮）

検　診　名 対　象　者  （令和８年４月１日現在の年齢） 検 診 内 容

胃がん検診
【集団検診】 40歳以上 エックス線撮影（バリウム検査）

【個別検診】 50歳以上の偶数年齢 内視鏡検査

結核検診 【集団・個別検診】 65歳以上 胸部エックス線撮影

肺がん検診 【集団・個別検診】 40歳以上 胸部エックス線撮影

肺がん（たん）検診 【集団・個別検診】 40歳以上 ３日間の痰を採ります

大腸がん(便)検診 【集団・個別検診】 40歳以上 ２日間の便を採ります

肝炎ウイルス検査 【集団検診のみ】 40歳及び41歳以上で
一度も検査を受けたことがない方 血液検査（Ｂ型・Ｃ型肝炎検査）

前立腺がん検診 【集団検診のみ】 50歳以上の偶数年齢の男性 血液検査（ＰＳＡ検査）

子宮がん検診 【集団・個別検診】 21歳及び20歳以上の偶数年齢の
女性 子宮頸部細胞診

乳がん検診 【集団・個別検診】 41歳及び40歳以上の偶数年齢の
女性 視触診とマンモグラフィー検査

検診名 対　　象　　者 内　　　容

特 定 健 診
【集団検診】

【個別検診】

国民健康保険加入者
で40歳～74歳の方
（令和８年４月１日
現在の年齢）

身長体重・腹囲・血圧測定、尿検査、血液検査
※（心電図検査・眼底検査・貧血検査）
・個別検診では※の検査は医師の判断で行います。
・個別検診では尿中アルブミンの検査（血液検査）は実施しません。

高齢者健診 75歳以上の方
（健診当日の年齢）

身長体重・血圧測定・尿検査・血液検査
※（心電図検査・眼底検査・貧血検査・尿酸検査、腎機能、低栄養）
・個別検診では※の検査は実施しません。

【方法１】  電話  又は  保健福祉課窓口
受付時間　平日　８時30分～17時15分
電話番号　(44)2300

【方法２】インターネット
スマートフォン等でQRコードを
読み取り、町ホームページへアクセス

６月中旬に検診の詳しいお知らせを郵送いたします。



都市整備課　道路整備係
☎（42）2116

問い合わせ工事完了のお知らせ工事完了のお知らせ

広報やぶき 2025.４.１

　東の内地内において東
の内1号橋の補修工事が
完了いたしました。
引き続き町の橋梁長寿命
化修繕計画に基づき、計
画的な維持補修を進めて
まいります。
工事名：東の内１号橋補修工事（道路メンテナンス事業
補助による国の補助事業〔補助率55％〕）

⑪

〇運動スローガン　「どんなときも わすれちゃだめだよ みぎひだり」
実施期間　４月６日（日）～15日（火）まで
　春を迎え、新たに通学する子どもたちの交通安全指導や高齢者等がかかわる交通事故を防止するため、交通安全運動
を実施します。交通事故を未然に防ぐため、交通ルールを守り正しい交通マナーを身につけましょう。

「POLICE アプリふくしま」を登録してみませんか
　福島県警察では、安全情報の発信手段として、スマートフォン用の防犯アプリの運用を開始しました。地域で起き
た犯罪や交通事故、不審者などの情報を地図上で知ることができ、発生した日時や場所を詳しく伝え、注意事項など
の表記も確認いただけます。アプリを活用して、犯罪や交通事故の未然防止に役立ててみませんか？

	◆配信される情報	犯罪情報、不審者情報、交通事故情報など

春の全国交通安全運動が実施されます春の全国交通安全運動が実施されます
まちづくり推進課　生活安全係　☎（42）2112問い合わせ

　「家族の様子がおかしいけど救急車呼んだ方がいいのか
な？」
　「具合が悪いけど病院に行った方がいいのかな？」など
判断に迷うことがあると思います。そんな時は「＃7119」に
お電話ください。こちらは、24時間365日専門家からのアド
バイスを受けることが出来るサービスです。
　積極的に活用いただき、救急車の適正利用にご協力お願
いします。

救急車かな？迷った時は「＃7119」にお電話を！救急車かな？迷った時は「＃7119」にお電話を！

　矢吹小学校の通学路と
して利用されている舘沢
田内線（井戸尻地内）にお
いて、歩行者等の安全を
確保するため、一部区間
の舗装工事が完了いたし
ました。
工事名：舘沢田内線道路舗装工事（社会資本整備防災
安全交付金による国の補助事業〔補助率55％〕）

　一本木地内において安
全で安心な通行を確保す
るため、交差点の歩道整
備工事を行いました。
　工事期間中は、大変ご
迷惑をおかけしました。
ご協力ありがとうござい
ました。

　矢吹駅東口側で整備中
の町道東郷小松線（小松
地内）の舗装工事が完了
いたしました。令和７年度
は路面標示などの交通安
全対策工事を行い、早期
の供用開始を目指します。
工事名：東郷小松線道路改良舗装工事(社会資本整備
総合交付金による国の補助事業〔補助率50％〕)

施工延長　Ｌ＝80.0ｍ
幅　　員　Ｗ＝6.0ｍ

施工延長　Ｌ＝50.0ｍ
幅　　員　Ｗ＝2.5ｍ

施工延長　Ｌ＝94.3ｍ
幅　　員　Ｗ＝6.0ｍ

舘沢田内線舗装工事

東の内１号橋補修工事

松倉大池線交差点歩道整備工事

東郷小松線道路改良舗装工事

矢吹消防所からのお知らせ

広報やぶき 2025.４.１ ⑩

　これまで上下水道課の窓口で手続きが必要だった水道の使用開始・使用停止等の申請が４月よりオンラインでできるよ
うになりました。オンライン申請では、開庁時間を気にせずスマートフォンやパソコンで専用フォームに必要事項を入力し
手続きを済ませることができます。水道の使用開始・使用停止等の手続きには便利なオンライン申請をご利用ください。

水道の開閉栓手続きのオンライン申請が始まりました水道の開閉栓手続きのオンライン申請が始まりました
上下水道課　業務係　☎（44）5152問い合わせ

  注意事項
⃝使用開始・停止希望日の３営業日前までに申請してください。お急ぎの場合は、これまでどおり上下水道課へご

連絡ください。
⃝オンライン申請は24時間可能ですが、受付は上下水道課の営業時間内（平日８：30～17：15）の対応となりま

す。営業時間外の申請は翌営業日の受付となりますのでご注意ください。
⃝申請後は、内容の確認のためご連絡をさせていただく場合がございます。

申請フォーム   https://yabukitown.form.kintoneapp.com/public/236

福島県経営革新計画承認事業

訪問理美容

まごのて
ネットワーク

オシャレを楽しみ、

日々を笑顔溢れる人生へ

０２４８ｰ４２ｰ２２３９
【受付時間】 09：00～17：00（定休日：土日祝）

メールは24時間受付中！ info@magonote.asia

まごのて 検索

http://magonote.asia

自宅介護が困難な方ご相談下さい

対象となる方
大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校など修業年限が１年以上の課程のある学
校や、一部の海外大学の日本分校に在学する方

申請先
・役場総合窓口または白河年金事務所　
・マイナンバーカードをお持ちの方はマイナポータルから電子申請もできます。詳しくは日本年金機構
ホームページをご覧ください。　https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/denshi_kokunen.html

必要書類
・基礎年金番号またはマイナンバーがわかるもの　
・学生証の写し（裏面も含む）または在学証明書

前年度学生納
付特例の承認
を受けた方

前年度に学生納付特例の承認を受けている方で、令和7年度も同じ学校に在学予定の方は、日本年金
機構から「申請ハガキ」が送付されます。毎年申請が必要ですので必要事項を記入の上、忘れずに返送
してください。

追納制度につ
いて

学生納付特例の承認を受けた期間は、10年以内であればお申し込みにより保険料をあとから納付（追
納）することができ、将来受け取る年金の額を増やすことができます。

国民年金保険料学生納付特例制度について国民年金保険料学生納付特例制度について
日本年金機構　白河年金事務所　☎（27）4161
保健福祉課　国保年金係　　　　☎（44）2300

問い合わせ

　日本国内に住むすべての方は20歳になった時から国民年金の被保険者となり、国民年金保険料の納付が義務づけられ
ています。
　保険料の納め忘れがあると、老後の年金だけでなく、障害や死亡といった不測の事態が起きたときに、年金を受けるこ
とができない場合があります。保険料を納めることが難しい場合、学生の方には申請により保険料納付が猶予される「学
生納付特例制度」がありますので、申請をしてください。
　なお、学生以外の方は「保険料免除制度・納付猶予制度」をご利用ください。
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　一級河川泉川で、草刈り等の美化活動を行っている「松倉行政区・松
倉地域保全会」（伊藤三次区長・水野谷威会長）と「矢吹町」及び「福島
県県南建設事務所」が合意し、「うつくしまの川・サポート制度」合意書
の調印式が2月18日に開催されました。
　当日は、伊

い

藤
とう

三
さん

次
じ

区長、水
みず

野
の

谷
や

威
たけし

会長、蛭田町長、手塚福島県県南
建設事務所長が出席し、合意書の締結を行いました。

　この制度は、近年のボランティア活動の活性化や行政への参加意欲の高まりなどを背景として、地域の方 と々市町村、
県の三者が協働して、道路・河川の清掃、美化活動を行うものであり、道・川を慈しむ心を育て、地域にふさわしい道や
川づくりを進めるものです。合意締結団体は清掃美化活動を実施、町は草刈り後に出たごみの処分、県は草刈り作業等
での消耗品の支給等の役割を担います。県内では現在、河川70団体と合意締結しており、矢吹町内では河川２団体（一
般社団法人里山創生やぶき、草友会）道路３団体（神田行政区、一区中町下区、本城舘地区の会）が合意締結しており、
地域の皆様とともに、個性と魅力ある「かわ・みち空間」の創造を図っています。
※今回合意したのは、泉川（松倉地内）の3.0km区間。

　2月18日、矢吹町文化センター小ホールで「矢吹町統計調査員協議会第2回役員会」が行われました。
　会議には12名の役員が出席し、今年度実施された統計調査、次年度に開かれる総会の内容及び次年度の事業や
予算などについて確認し、次年度の主要統計調査である「国勢調査」についての協議も行われました。国勢調査の
円滑な実施に向けて、調査員の募集、調査の周知を積極的に行っていくことが決まりました。

　 主な協議事項
　　・令和6年度統計調査について
　　・令和7年度矢吹町統計調査員協議会総会について
　　・国勢調査員の募集について

　矢吹町統計調査員協議会では現在、町の調査員を募集しています。調査員として登録を希望する方は下記のお問
調査員として登録を希望する方は、問い合わせ先にご連絡ください。

　２月12日に複合施設KOKOTTOで、学校運営協議会第３回全体会が開かれ、委員27名が出席しました。
　協議では、吉田美一会長（矢吹中学校保護者代表）の進行により、今年度の年間活動報告、各部会からの年間
テーマに基づく活動報告、意見の申し出、コミュニティ・スクール委員評価が行われました。
　特に今年度は、各小学校の保護者代表委員が１名から２名
に増えたことで、部会の活動がより活発になったと評価され
ました。
　続いて、次年度の基本方針の承認、組織案、年間計画案、
テーマについての方向性等が確認され、次年度の組織案や年
間計画案の協議では、より実効性のある組織づくりや、部会
の開催方法の見直し等について意見交換が行われました。

「うつくしまの川・サポート制度」調印式が開催されました「うつくしまの川・サポート制度」調印式が開催されました

統計調査員協議会第2回役員会統計調査員協議会第2回役員会

学校運営協議会学校運営協議会（コミュニティ・スクール）（コミュニティ・スクール）第３回全体会第３回全体会

まちづくり推進課　協働推進係　☎（42）2112問い合わせ

教育振興課　学校教育係　☎（44）4400問い合わせ

都市整備課　管理係　☎（44）4400問い合わせ

広報やぶき 2025.４.１ ⑫

　令和元年度台風を契機とし、矢吹町三城目地区、鏡石町、玉川村の３町村約350ヘクタールに計画する遊水地群
整備事業について、２月19日に３町村長から福島河川国道事務所の望月所長に対し、「阿武隈川上流遊水地群整備
事業に係る要望書」を提出しました。
　要望書に対し、望月所長からは「引き続き地域に寄り添った対応をしていきたい」との言葉がありました。
今後も、３町村が連携し、遊水地群整備後に地域住民が安心して暮らせるよう国に対する要望活動を続けてまいり
ます。

　２月19日に、矢吹町複合施設KOKOTTOで、福島
県河川国道事務所主催の「第２回上流遊水地群地内利
活用検討会」が開催されました。同検討会では、令和
10年度の遊水地完成に向けて地域振興に資する持続
可能な地内利活用について検討しました。
　当日は、国で実施した住民と企業へのアンケート結
果や、作業部会での議論をもとに地内利活用の方向性
等について意見交換を行いました。同検討会は次年度
も継続して行う予定であり、地域住民や3町村、福島
県、国等と連携し地内利活用方針を定めていきます。

　２月26日、小池利水利用者から「小池下流沿川流域水路等の
整備等工事に関する要望書」が提出されました。

〇要望内容
　「小池下流沿川流域（排水路等）整備工事」
　「小池水門（下流沿川流域に被害等を与えない水門管理）」
　「小池下流沿川流域農道整備」

遊水地群整備事業について国へ要望書を提出遊水地群整備事業について国へ要望書を提出

遊水地の利活用検討会が開催されました遊水地の利活用検討会が開催されました

小池下流沿川流域等整備事業について要望書を受けました小池下流沿川流域等整備事業について要望書を受けました

農業振興課　遊水地対策室　☎（42）2115問い合わせ

農業振興課　遊水地対策室　☎（42）2115問い合わせ

農業振興課　農政係　☎（42）2115問い合わせ

　　　～要望書の主な内容～
１遊水地整備に係る支援について
２遊水地の維持管理・利活用について
３経済的損失に対する補償について
４関係機関との連携強化について

左から須 泰一玉川村長、木
と

賊
くさ

正
まさ

男
お

鏡石町長、
蛭
ひる

田
た

泰
やす

昭
あき

矢吹町長、望
もろ

月
づき

貴
たか

文
ふみ

所長

す　がまやすいち
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放射能測定センターからのお知らせ
令和７年４月から検査実施日が変更になりました。
実施日：月曜日、水曜日、金曜日　8：30～17：00

　　　　　※祝日を除く
検査を希望される方は事前にご連絡ください。
※上記実施日以外は検査ができません。

問　矢吹町放射能測定センター　☎（29）8741

資
▽
生
涯
学
習
課
主
査
（
税
務
課

主
査
）
圓
谷
崇
文
▽
生
涯
学
習
課

主
査
（
生
涯
学
習
課
副
主
査
）
吉

田
雄
一
▽
子
育
て
支
援
課
中
央
幼

稚
園
主
任
教
諭
（
子
育
て
支
援
課

三
神
幼
稚
園
主
任
教
諭
）
沼
邉
弘

美
▽
総
務
課
副
主
査
（
税
務
課
副

主
査
）
藤
井
勝
太
▽
総
務
課
副
主

査
（
総
務
課
付
副
主
査
・
福
島
県

市
町
村
職
員
実
務
研
修
）
鹿
島
文

香
▽
税
務
課
副
主
査
（
都
市
整
備

課
副
主
査
）
山
田
大
貴
▽
農
業
振

興
課
副
主
査
（
上
下
水
道
課
副
主

査
）
横
山
昴
平
▽
都
市
整
備
課
副

主
査
（
保
健
福
祉
課
副
主
査
）
小

山
将
史
▽
教
育
振
興
課
副
主
査

（
生
涯
学
習
課
副
主
査
）
千
葉
麻

美
▽
商
工
観
光
課
主
事
（
都
市
整

備
課
主
事
）
大
越
の
ぞ
み
▽
都
市

整
備
課
主
事
（
保
健
福
祉
課
主

事
）
小
針
臣
平
▽
上
下
水
道
課
主

事
（
保
健
福
祉
課
主
事
）
川
上
広

大
▽
上
下
水
道
課
主
事
（
農
業
振

興
課
主
事
）
折
笠
友
美
▽
子
育
て

支
援
課
主
事
（
農
業
振
興
課
主

事
）
佐
藤
学
人
▽
総
務
課
付
主

事
・
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
派
遣
（
総
務
課
主
事
）
芳

賀
之
彦

○
新
採
用

▽
総
合
窓
口
課
主
事
　
山
田
美
羽

▽
税
務
課
主
事
　
神
山
裕
理
▽
保

健
福
祉
課
主
事
　
根
本
杏
優
▽
農

業
振
興
課
主
事
　
海
村
俊
介

○
退
職
（
３
月
31
日
付
）

▽
子
育
て
支
援
課
主
査
兼
社
会
福

祉
士
　
石
塚
睦
美
▽
子
育
て
支
援

課
主
査
　
小
山
下
裕
己
▽
子
育
て

支
援
課
中
央
幼
稚
園
教
諭
　
奥
野

理
沙
▽
保
健
福
祉
課
副
主
査
兼
保

健
師
　
佐
藤
礼
奈
▽
企
画
・
デ
ジ

タ
ル
推
進
課
副
主
査
　
深
谷
元
▽

都
市
整
備
課
都
市
整
備
監
兼
教
育

委
員
会
施
設
整
備
監
（
再
任
用
）
　

福
田
和
也

〇
再
任
用

▽
総
務
課
行
政
管
理
監
兼
企
画
・

デ
ジ
タ
ル
推
進
課
危
機
管
理
監
兼

教
育
委
員
会
政
策
管
理
監
　
阿
部

正
人
▽
農
業
振
興
課
農
業
環
境
整

備
監
　
小
針
良
光
▽
上
下
水
道
課

債
権
管
理
専
門
監
　
三
瓶
貴
雄

移転先住所 矢吹町保健福祉センター内（一本木１００番地１）
　幼稚園・保育園業務、児童クラブや屋内外運動場の運営、児童福祉・母子保健業務などの子育て支援業務全般を
担当する機関として、令和６年４月より町文化センター内に「こども家庭センター」を設置し、切れ目のない子育て支
援を提供してまいりました。
　このたび、さらなるサービスの向上を目指し、こどもの定期健診会場として親しまれている「保健福祉センター」に
執務室を移転することとなりました。これにより、住民の皆さまがこれまで以上に気軽に相談できる、より親しみや
すい環境を整えます。

•子育てに関するお悩み相談
•幼稚園・保育園の利用に関するお問い合わせ
•母子保健に関するアドバイスや支援
•児童福祉サービスのご案内　など

これからも住民の皆さまが安心して子育
てできる地域を目指し、全力でサポート
してまいります。
※お気軽にお問い合わせください。

新しい「こども家庭センター」ではこんなところです

～４月１日から～～４月１日から～
「こども家庭センター」は保健福祉センターへ移転しました「こども家庭センター」は保健福祉センターへ移転しました

こども家庭センター（子育て支援課）　☎（42）2230問い合わせ
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兼
固

定
資
産
税
係
長
事
務
取
扱
兼
農
業

振
興
課
遊
水
地
対
策
室
員
（
税
務

課
副
課
長
兼
農
業
振
興
課
遊
水
地

対
策
室
員
）
松
谷
誠
▽
保
健
福
祉

課
副
課
長
（
農
業
振
興
課
副
課
長

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
副
局
長
）

斎
藤
常
和
▽
農
業
振
興
課
副
課
長

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
副
局
長

（
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
）
角

田
哲
也
▽
商
工
観
光
課
副
課
長
兼

ふ
る
さ
と
納
税
係
長
事
務
取
扱

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
副
課
長
兼

農
業
振
興
課
遊
水
地
対
策
室
員
）

星
正
人
▽
教
育
振
興
課
副
課
長

（
総
合
窓
口
課
副
課
長
兼
出
納
係

長
事
務
取
扱
）
森
田
真
由
美

○
監
督
職

▽
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
環
境
衛
生

係
長
兼
農
業
振
興
課
遊
水
地
対
策

室
員
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
環
境

衛
生
係
長
）
鈴
木
国
博
▽
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
協
働
推
進
係
長
（
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）

佐
久
間
美
華
▽
保
健
福
祉
課
健
康

増
進
係
長
（
保
健
福
祉
課
国
保
年

金
係
長
）
近
藤
敏
之
▽
保
健
福
祉

課
国
保
年
金
係
長
（
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
協
働
推
進
係
長
）
高
橋
拓

也
▽
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
長
（
子
育
て
支
援
課
幼
稚
園
保

育
園
係
長
）
伊
藤
慶
祐
▽
子
育
て

支
援
課
幼
稚
園
保
育
園
係
長
（
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
生
活
安
全
係

長
）
阿
部
喜
与
志
▽
保
健
福
祉
課

健
康
増
進
係
副
係
長
兼
保
健
師

（
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係
長
兼

保
健
師
）
遠
藤
里
美
▽
子
育
て
支

援
課
中
央
幼
稚
園
専
門
教
諭
（
子

育
て
支
援
課
矢
吹
幼
稚
園
専
門
教

諭
）
安
部
郁
恵
▽
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
生
活
安
全
係
長
事
務
心
得

（
教
育
振
興
課
主
査
）
渡
邊
修
治

○
係
員
の
職

▽
総
務
課
主
査
（
商
工
観
光
課
主

査
）
馬
場
利
喜
▽
総
務
課
主
査

（
総
務
課
副
主
査
）
加
藤
諒
介
▽

企
画
・
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
主
査

（
総
務
課
主
査
）
橋
本
菜
穂
▽
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
主
査
（
総
務
課

主
査
）
浅
川
健
▽
税
務
課
主
査

（
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
副
係

長
）
小
磯
さ
ゆ
り
▽
税
務
課
主
査

（
農
業
振
興
課
主
査
兼
農
業
委
員

会
事
務
局
主
査
）
小
沼
透
▽
税
務

課
主
査
（
都
市
整
備
課
主
査
）
大

寺
誠
▽
税
務
課
主
査
（
税
務
課
副

主
査
）
小
磯
潤
▽
保
健
福
祉
課
主

査
（
上
下
水
道
課
主
査
）
須
釜
聡

美
▽
保
健
福
祉
課
主
査
（
総
務
課

付
主
査
・
福
島
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
派
遣
）
郷
義
典
▽
農

業
振
興
課
主
査
（
税
務
課
主
査
）

渡
辺
洋
美
▽
農
業
振
興
課
主
査
兼

農
業
振
興
課
遊
水
地
対
策
室
員

（
農
業
振
興
課
副
主
査
兼
農
業
振

興
課
遊
水
地
対
策
室
員
）
小
林
渓

令和７年度 町職員人事
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建退共福島県支部　☎024（523）1618問い合わせ

　国の制度　６つの特徴

　建退共から事業主のみなさまへお願い

検索　建退共 ➡

知っていますか？知っていますか？

　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業の振興を目的

として設立された退職金制度です。

　また、この制度は事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙または退職金ポイントを積みた

て、その労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支払うという、いわば業界全体での退職金制度

でもあります。電子申請方式の活用で、手続きが便利になっております。

ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、
Ｑ＆Ａなど建退共制度の知りたい情報が記載さ
れています。

１

４

2

５ ６

３安全確実かつ簡単

掛金は損金扱い

退職金は企業間を通算して計算

経営事項審査で加点 電子申請で手続き可能

掛金が一部免除

　退職金は、国で定められ
た基準により計算して確実
に支払われます。手続きは
きわめて簡単です。

　事業主が払い込む掛金は、法人企業の場合は損金（法人税法施行令第135条第１号）、個人の場合は必要
経費（所得税法施行令第64条第２項）として全額導入できます。共済証紙の現物交付及び退職金ポイントに
より元請負人が負担した下請の掛金も、工事原価に算入できます。

　退職金は、働く企業がかわっ
てもそれぞれの期間を全て通算
して計算されます。

　公共工事の入札に参加するた
めの経審において、制度に加入
し適正に履行している場合に
は、加点評価されます。

掛金は、インターネットを利用して電子的に納付することも可
能です。これにより、事業主は、共済証紙の購入・貼付・消印
および共済証紙の現物管理が不要となります。また、労働者は
いつ、どこの事業主で掛金が納められたか確認することができ
るため、掛金納付実態の透明化が図られます。

　新たに加入した労働者（被
共催者）には、国が掛金の一
部（初回交付手帳の50日分）
を補助します。

・共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付してください。電子申請方式の場合は、労働者の就労日数に応じて
退職金ポイントを適正に充当してください。

・「建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、建設業界を引退するときは、忘れずに退職金を請求するよう指導し
てください。

※地震等により災害救助法が適用されたみなさまに対し、各種手続きの特例措置を実施しております。

※詳しいことは、最寄りの建退共支部へお問い合わせください。

建退共制度建退共制度 募

　集

お
知
ら
せ

身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
の

自
動
車
税
種
別
割
・
軽
自
動
車

税
種
別
割
の
減
免
に
つ
い
て

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

�

採
用
試
験

羽
毛
布
団
・
羽
根
布
団
の

リ
サ
イ
ク
ル
を

�
開
始
し
ま
す

固
定
資
産
課
税
台
帳
等
の

縦
覧
及
び
閲
覧
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
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■
心
配
ご
と
相
談

日
時
　
４
月
８
日
㈫

　
　
　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

会
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
相
談
室

問
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
☎（
44
）５
２
１
０

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要

で
す
。

※「
吉
川
幸
雄
弁
護
士
相
談
」

も
午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分

ま
で
行
い
ま
す
。

■
４
月
農
業
委
員
会

　「
農
地
法
許
可
申
請
」

　
受
付
期
限
及
び
定
例
会

受
付
期
限
　
３
月
25
日
㈫

定
例
会
　
４
月
15
日
㈫

※
５
月
の
定
例
会
は
５
月
15
日

㈭
の
予
定
で
す
。申
請
受
付
期
限

は
４
月
25
日
㈮
と
な
り
ま
す
。

問
　
農
業
振
興
課
　農
業
委
員

会
事
務
局
☎（
42
）２
１
１
５

　
一
般
大
学
卒
業
者（
予
定
者
含

む
）を
自
衛
隊
の
幹
部
候
補
生
と

し
て
採
用
す
る
コ
ー
ス

		

受
験
資
格

　
22
歳
以
上
26
歳
未
満

		

受
付
期
間

　
４
月
23
日
㈬
～
６
月
６
日
㈮

		

試
験
日
　

１
次
試
験
　
６
月
14
日
㈯

２
次
試
験
　
７
月
26
日
㈯
～
８
月

１
日
㈮
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

し
ま
す
。

※
合
格
発
表
等
の
詳
細
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
一
般
専
門（
陸
）、一
般（
陸
音
楽
）、

医
師
免
許
・
歯
科
医
師
免
許
の
資

格
を
保
有
さ
れ
る
方
も
採
用
予
定

で
す
。

問
　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
　

白
河
地
域
事
務
所

　
☎（
24
）０
３
７
２

　
４
月
１
日
か
ら
、ご
み
の
減
量

化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
、西
白

河
地
方
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直

接
搬
入
す
る「
羽
毛
布
団
・
羽
根
布

団
」を
無
料
で
引
き
取
り
ま
す
。

　
品
質
表
示
ラ
ベ
ル
に「
ダ
ウ
ン
」

ま
た
は「
フ
ェ
ザ
ー
」が
表
示
さ

れ
て
い
る
ご
家
庭
か
ら
で
た
布
団

（
濡
れ
た
も
の
、汚
れ
た
も
の
を

除
く
）の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、搬
入
の
際
は
計
量
所
に
お

声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、布
団
以
外
の
も
の（
ダ

ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、枕
、座
布
団
な

ど
）は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、ご
み
集
積
所
や
粗
大
ご

み
戸
別
収
集
で
の
回
収
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
　
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
衛
生
課

　
☎（
28
）３
５
５
８

役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
環
境
衛

生
係
　
☎（
42
）２
１
１
２

　
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
等
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
た
め
に

使
用
さ
れ
る
自
動
車
ま
た
は
軽
自

動
車
で
、４
月
１
日
現
在
で
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、申
請

に
よ
り
自
動
車
税（
種
別
割
）ま
た

は
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）が
減
免

さ
れ
ま
す
。

		
申
請
期
間
　
４
月
１
日
㈫
～

	

６
月
２
日
㈪

　
な
お
、手
続
き
の
詳
細
及
び
ご

不
明
な
点
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
・
自
動
車
税（
種
別
割
）に
関
す

る
こ
と:

福
島
県

県
南
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
課

　
☎（
23
）１
５
１
９

・
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）に
関
す

る
こ
と:

矢
吹
町
役
場

税
務
課
　
☎（
42
）２
１
１
３

10OCTOBER.
2024

　
令
和
７
年
度
固
定
資
産
課
税
台

帳
等
の
縦
覧
及
び
閲
覧
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

縦
覧
・
閲
覧
期
間

		

縦
覧
　
４
月
１
日
㈫
～

	

６
月
２
日
㈪

		

閲
覧
　
４
月
１
日
㈫
か
ら
期
間

の
制
限
な
し

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

	

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

		

縦
覧
・
閲
覧
場
所

矢
吹
町
役
場
　
税
務
課
窓
口

	

（
１
階
）

縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
内
容

		

縦
覧
　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

（
所
在
、地
番
、地
目
、地
積
、価
格
）

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿（
所
在
、家

屋
番
号
、種
類
、構
造
、床
面
積
、価

格
）

		

閲
覧
　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

写
し

縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
方

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、ま
た

は
同
一
世
帯
の
親
族
、納
税
管
理

人
、借
地
・
借
家
人
、代
理
人（
委
任

状
要
）

※
縦
覧
に
つ
い
て
は
、土
地
の
み
を

所
有
す
る
人
は
土
地
の
、家
屋
の

み
を
所
有
す
る
人
は
家
屋
の
縦
覧

し
か
で
き
ま
せ
ん
。

縦
覧
・
閲
覧
に
必
要
な
も
の

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転

免
許
証
等
の
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
。借
地
・
借
家
人
の
方
が
縦
覧

す
る
場
合
は
、そ
の
関
係
が
確
認

出
来
る
書
類（
契
約
書
な
ど
）

問
　
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

　
☎（
42
）２
１
１
３
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まちの話題
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「KOKOTTO」が各賞を受賞しました
第40回福島県建築文化賞　優秀賞

第２回未来に続くインテリアコンテスト2024　特別賞

YABUKI　TOWN  TOPICS

　一般財団法人日本フリーランスインテリアコーディネーター協会(JAFICA)の主催による「第２回未来に続くイ
ンテリアコンテスト2024」において、「KOKOTTO」のインテリアデザインに携わった戸倉蓉子氏（株式会社ドム
スデザイン代表　矢吹町出身）の応募した「KOKOTTO」が特別賞を受賞しました。

■講評　（協会会長講評　一部抜粋）
　「東日本大震災から10年の節目に福島県矢吹町に創設された複
合施設。箱の中に彩が加わり、町民の想いを形にしたインテリアが
力を発揮し町民の憩いの場が作られた。SDGs17色を矢吹17色に変
換、自慢の農産物がかわいいオブジェや椅子としてデザインに加わ
る、そんな隅々まで行き届いた優しさに満ちたインテリアに感動し
た。町民の方々がホッとするというのも納得できる。「キズナで繋
がろう、共創の未来へ」本コンテストのコンセプトを具現化してい
ただいた。

■福島県建築文化賞とは
　文化の香り高い魅力あるまちづくりに対する意識の高揚を図ることを目的とし、県内において、地域の周
辺環境に調和し、かつ景観上優れている建築物等を表彰するものです。
【受賞した複合施設KOKOTTO】

■講評　(審査委員長講評　一部抜粋)
　公民館、図書館、子育て支援、観光交流の４つの機能を備えた町のシンボルとして重要な役割を果
たす施設であり、１階のエントランスホールと２階の図書館の連続性が良く、利用者が快適に過ごせ
る空間が広がっている。屋台蔵の展示は地域の伝統文化を感じさせ、祭りの際に賑わいを創出し、図
書館は、年齢層によるエリア設定、読書手帳サービスの実施など、運営上の工夫が光る。住民のニー
ズにきめ細かく応える地域に根ざした建築といえる。

　【内堀知事(右)から
　　　　　　表彰される蛭田町長(左中)】

【受賞した戸倉氏(右)】

診療日 小　児　科 電話番号 内　　　科 電話番号 歯　　科 電話番号
6日（日） わたなべ子どもクリニック 21-2166 南湖こころのクリニック 23-4401 鈴木歯科医院（表郷） 32-2029
13日（日） ねもとキッズクリニック 21-5623 明 渓 醫 院 27-3060 す ず き 歯 科 44-5555
20日（日） 樋口小児クリニック 42-2040 わたなべ内科医院 22-1531 須 藤 歯 科 医 院 22-6460
27日（日） みうら小児クリニック 28-1001 吉 田 医 院 23-4033 秋 山 歯 科 医 院 34-3741
29日（火） にしごうキッズクリニック 29-8725 ら く ら く 医 院 54-5333 ひまわり歯科医院 23-5991

知っているようで知らない睡眠のこと

問　保健福祉課　健康増進係　☎（44）2300

　睡眠により休まった感覚（休養感）は適切な睡眠の目安ですが、国の調査では
睡眠による休養が十分に取れていない人の割合は２割程度であり、年々増えてい
ると言われています。今回は、質、量ともに良い睡眠のためのポイントを紹介しま
す。

４月の休日救急医療当番医表（白河医師会） ●診療時間…午前９時～午後５時

保健福祉課　健康増進係 ☎（44）2300問い合わせ

小児平日夜間救急外来のお知らせ
対象者
受付時間
診療日
診療場所

中学生（15歳）以下の子ども
午後7時15分～9時15分
平日（月曜日～金曜日）
白河厚生総合病院  小児科外来 ☎（22）2211

※急病患者の利用を原則としていますので、薬は1日分となります。
※翌日は、かかりつけ医の診療を受けてください。

日中から発熱など体調の悪い場合は、早めにか
かりつけ医へ診療時間内に受診してください。

診療前に白河厚生総合病院へ必ず電話をしてください
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●働く世代は、１日に少なくとも６時間以上の睡眠を確保しましょう。
●寝床で過ごす時間が長い方は、日中は活動的に過ごし、昼と夜のメリハリをつけましょう。

　① 適度な長さで休養感のある睡眠をしましょう。

●朝はカーテンを開け、室内に光を取り入れましょう。また、睡眠の１時間前からスマートフォンの使用を控
えましょう。

●室内は暑すぎず寒すぎない温度を心掛けましょう。就寝前は１～２時間前にお風呂に入り一旦体温を上げる
ことで眠りにつきやすくなります。

●できるだけ静かな環境で眠りましょう。

　② 光、室温、音に配慮した快適な睡眠環境にしましょう。

●日中に体を動かし、適度な疲労を感じることで寝つきが促され、睡眠中に何度も目が覚めることが減り、睡
眠の質が高まります。

●朝食を抜くと、体内時計は後ろにずれてしまい、寝つきが悪く睡眠不足になりやすくなります。また、睡眠
直前の２時間以内に食事をとると、睡眠の質を低下させる可能性があります。

　③ 適度な運動習慣を身につけ、朝食を抜かず、寝る直前の食事を控えましょう。

●カフェインには目が覚める作用や利尿作用があるため、眠りを浅くしたり、途中でトイレに起きたりする原
因にもなります。(カフェインを含む飲み物：コーヒー、緑茶、紅茶、栄養ドリンクなど)

●アルコールは、眠りの質が悪くなり、飲酒量が多いほど途中で起きることが多くなります。
●たばこに含まれるニコチンには眠りが浅くなる作用があり、眠りを妨げます。

　④ 嗜好品との付き合い方を見直し、カフェイン、飲酒、喫煙は控えめにしましょう。
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　さらに、福島県
の農業高校ではシ
クラメン栽培の実
習があるため、シ
クラメン栽培の指
導にも貢献したい
です。そのため卒
業論文ではシクラ
メンを取り上げ、鉢の用土資材の種類や配合を変
えることで生育がどのように変化するのかについ
て調査し、品質の良いシクラメン栽培について研
究する予定です。
　最後に、アグリカレッジ福島の学生達はそれぞ
れ夢や目標は異なりますが、動植物に触れること
が大好きです。少しでも農業に興味・関心のある
方は、是非入校して農業について深く追求してみ
ませんか？

　私は花き経営学科に所属しており、主に切り花やシクラ
メンを栽培しています。

　私の将来の目標は、農業
高校の実習助手として、実
習を通し楽しく学ぶことが
できる環境づくりと、農業
を志す生徒を育成すること
です。学んできたことを活
かし、生徒に農業の魅力を
教えていくために、今後農
業について更に理解を深め
ていきたいと考えています。

力
りき

丸
まる

　苺
いち

加
か

花き経営学科　2年

Vol.4７

　矢吹町と福島県立光南高等学校との連携協定に基づき、
部活動、学力向上、地域貢献に関する具体的な目標を定
め、継続して努力する生徒の皆さんが、その活動を毎月発
信していきます。
　第１回目は、教頭先生の執筆です！

令和６年度光南高校生応援助成金の
指定書交付式が行われました

教頭　深
ふか

谷
や

　亮
よし

幸
ゆき

　昨年11月28日、光南高校生応援助成金の
指定書交付式が、本校の大会議室で行われま
した。
　令和６年度から、光南高校の魅力向上をさ
らに図り、地域の持続的な振興・発展にかか
わる｢人材｣を育成することを目的に、矢吹町
から助成金が交付され、光南高校生の活動
を支援していただいています。
　交付式では、光南高校魅力化向上推進委
員会の水戸勘十委員長や蛭田泰昭町長から
激励の言葉をいただき、生徒を代表して野
球部の五ノ井悠さんから決意表明がありまし
た。
　指定された生徒の皆さんの今後の活躍を
期待します。

光南通信　vol.１ 総合学科で１人ひとりの個性を伸ばす！

文理探究・スポーツ科学・家庭
芸術（音楽・美術）・情報ビジネス・福祉
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こども食堂にご寄付いただきました

消防庁長官表彰報告会

消防団資機材取扱訓練

　２月25日に矢吹町こどもまんなか応援サポーターである矢
吹ライオンズクラブ（佐藤勝栄会長）から、子ども食堂を運営
している社会福祉法人 矢吹町社会福祉協議会へ、「子ども
食堂運営に役立ててほしい」と食材や調味料、飲み物類など
たくさんの食料をご寄付いただきました。矢吹町社会福祉協
議会では２か月に１回、矢吹町保健福祉センターで子ども食
堂を実施しています。

　消防団員に25年以上在職し、長年にわたり消防活動
に従事されたとして、髙田一栄副団長、藤井克浩訓練
長が消防庁長官表彰を受賞し、2月26日に蛭田町長に
受賞の報告をいたしました。
　髙田一栄副団長は平成10年に入団し約27年間、藤井
克浩訓練長は平成9年に入団し約28年間、消防団員と
して活動されています。
　報告会には蛭田町長をはじめ鈴木副町長、猪合矢吹
町消防団長が出席いたしました。
　この度の受賞、誠におめでとうございます。

　「消防団資機材取扱訓練」
が３月２日に、矢吹町文化セン
ター駐車場で行われました。
町消防団と矢吹消防署から、
合わせて約１００人が参加し、
ポンプ車や可搬ポンプの操作、
ホースの取扱、放水訓練を実施
し、消防体制の充実と強化を図
りました。

温かいご支援ありがとうございました

地域の安全を守るために

受章おめでとうございます

出場おめでとうございます

第43回全国高等学校女子ソフトボール選抜大会
◦帝京安積高等学校　ソフトボール部
　根

ね

本
もと

　未
み

来
らい

　１年
　※学年は、令和７年３月現在です。

（敬称略）
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米
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子

立
春
の
空
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び
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宏

産
直
の
葱
に
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名
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た
か
し

　
　
　
　
真
隆

節
忌
の
光
集
む
る
瓶
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
京
子

雪
の
声
思
い
廻
ら
す
真
夜
目
覚
め

　
　
　
　
裕
子

立
春
の
人
込
み
を
行
く
あ
へ
て
行
く

　
　
　
二
九
子

通
学
の
ロ
ー
フ
ァ
ー
の
波
春
う
ら
ら

　
　
　
ゆ
き
こ

人・

日・

や
我
に
添
い
来
る
松
の
影

　
　
　
　
　
と
よ

※
人
日
＝
一
月
七
日

七
草
の
節
句
と
も
よ
ば
れ
、
七
草
粥
を
食
べ

る
習
慣
が
あ
り
ま
す

春
耕
や
土
の
力
を
確
か
め
つ

　
　
　
　
　
　
順
子

フ
ワ
フ
ワ
の
欠
伸
口
よ
り
冬
抜
け
る

　
　
　
杞
友

み
ち
の
く
１
／
２
句
会

※　広報に掲載している毎月の現住人口は、県が公表す
る「福島県の推計人口」（国勢調査を基に算出）を転載
しています。

　人口と世帯　　令和７年２月１日現在の現住人口

矢吹町の

う ご き
●「誕生｣・｢結婚｣・｢お悔やみ」について、
　広報への掲載を希望されない場合は
　窓口への届出の際にお申し出ください。 (２月届出分・敬称略）

㉓

人口� 16,830人
男� 8,356人
女� 8,474人
世帯数� 6,439世帯

カルチャー情報

矢
吹
町
複
合
施
設
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ

Ｔ
Ｏ
開
館
時
間
の
お
知
ら
せ

　
こ
と
ぶ
き
大
学

　
　
４
月
本
講
座
の
お
知
ら
せ

こ
と
ぶ
き
大
学
春
の
絵
画
展

鈴
木
敏
雄
　
趣
味
の
切
り
絵

《
あ
ゆ
り
館
》
の
展
示

　
お
話
会

　
両
会
場
の
開
催
期
間

《
ふ
る
さ
と
の
館
》
の
展
示

　
移
動
図
書
館
車

　
　
　
「
よ
む
よ
む
」
巡
回
日
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大
川
原
博
文
　
日
本
画
展

　
今
月
の
展
示
は
、田
村
市
在
住

の
大お

お

川か
わ

原ら

博ひ
ろ

文ふ
み

氏
の
日
本
画
展
で

す
。

　
高
校
生
時
代
に
は
美
術
部
に
所

属
し
、水
彩
画
や
油
彩
画
を
描
い

て
い
た
が
、社
会
人
に
な
り
20
歳
代

か
ら
日
本
画
を
描
き
始
め
、「
県
展
」

「
日
展
」及
び「
院
展
」な
ど
の
公

募
展
に
出
品
し
、入
選
を
果
た
す

な
ど
、日
本
画
の
創
作
活
動
の
実

績
を
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
企
画
展
で
は
、１
５
０
号
の

大
作
を
は
じ
め
、下
図
や
道
具
の

展
示
な
ど
、日
本
画
の
制
作
過
程

も
窺
い
知
れ
る
様
な
60
点
あ
ま
り

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

保
管
作
品
展

《
平
成
８
年
度
幼・保・小・中
》

　
あ
ゆ
り
館
で
は
、平
成
８
年
度

の
幼
・
保
・
小
・
中
の
皆
さ
ん
の
保

管
作
品
展
で
す
。

　
町
内
の
各
幼
稚
園
、保
育
園
、小

学
校
及
び
中
学
校
の
皆
さ
ん
が
、

平
成
８
年
度
に
当
施
設
で
展
示
い

た
だ
い
た
際
に
、保
管
作
品
と
し
て

お
預
か
り
し
た
作
品
か
ら
、今
企

画
展
に
際
し
て
選
定
し
展
示
し
ま

す
。

　
明
る
く
元
気
で
個
性
が
溢
れ
る

　春の風がふいて桜の花びらが散ると、その
花びらが触れたさなぎはちょうちょになりまし
た。ちょうちょがたんぽぽの綿毛に降り立つと、
綿毛は空へ飛んで行って…。春から夏へ、夏か
ら秋へそして冬へと、季節のめぐる様子をえが
いた絵本です。

accototo（ふくだとしお＋あきこ）作／大日本図書

『じゅんばん　じゅんばん
　　　　　じゅんばんですよ』おすすめ！

今月の絵本

　一年生から六年生まで使えるよう丈夫に
作られているランドセルは、たくさんの荷物
を入れることができます。では、ランドセルは
どうやって作るのでしょう。およそ200もあ
る部品を組み立ててできるランドセルが、出
来上がるまでを紹介します。

『らんらん　ランドセル』

モリナガ・ヨウ 著／めくるむ

作
品
が
並
び
ま
す
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
会
期
】　
４
月
６
日
㈰
～

�

４
月
27
日
㈰

【
時
間
】　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
企
画
展
最
終
日
は
午
後
３
時
に

閉
館
）

【
休
館
日
】　
毎
週
月
曜
日

【
入
場
料
】　
無
料
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令
和
７
年
４
月
１
日
㈫
よ
り
開

館
時
間
が
下
記
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

（
開
館
時
間
）　
　

月
～
土
　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
通
年
）

日・祝
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
休
館
日
）　
毎
月
第
３
月
曜
日

（
予
約
受
付
）

月
～
金
　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

※
正
午
～
午
後
１
時
は
昼
休
み
と

な
り
ま
す
。

　
郡
山
市
在
住
の
、鈴
木
敏
雄
さ

ん
の
切
り
絵
作
品
展
で
す
。

　
鈴
木
さ
ん
は
独
自
の
手
法
で
、

楽
し
み
な
が
ら
創
作
を
し
て
き
ま

し
た
。仏
像
や
四
季
折
々
の
草
花

を
版
画
の
よ
う
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

色
鮮
や
か
な
心
和
む
作
品
で
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】　
３
月
29
日
㈯
～

�

５
月
11
日
㈰
ま
で

【
場
所
】　
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ

町
民
交
流
ホ
ー
ル

　
公
民
館
事
業「
こ
と
ぶ
き
大
学
」

絵
画
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
作
品
展

で
す
。

　
絵
画
部
は
、斎
藤
義
雄
先
生
の

ご
指
導
の
も
と
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

に
向
か
っ
て
、親
睦
を
深
め
な
が
ら

月
２
回
の
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
工
夫
を
凝
ら
し
た
、春
を
感
じ

る
作
品
た
ち
で
す
。力
作
を
ど
う

ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】　
４
月
12
日
㈯
～

�

５
月
24
日
㈯
ま
で

【
場
所
】　
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ

�

ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
開
館
時
間
】　

（
月
～
土
）午
前
9
時
～
午
後
9
時

（
日・祝
）午
前
9
時
～
午
後
6
時

【
休
館
日
】　
4
月
21
日
㈪

　
　
　
　
　
５
月
19
日
㈪

【
期
間
】　
４
月
15
日
㈫

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

【
場
所
】　
矢
吹
町
複
合
施
設

�

　
K
O
K
O
T
T
O
ホ
ー
ル

【
内
容
】　

　
入
講
証
書
交
付
、分
科
部
講
師

委
嘱
状
交
付
な
ど

㉒

☎
44
‐
3
5
9
5

　
お
話
会
の
時
間
は
約
30
分
程
度

で
す
。随
時
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

「
な
か
よ
し
お
は
な
し
会
」

※
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
を
対
象

に
お
話
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】　
４
月
12
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
　

【
テ
ー
マ
】「
み
ん
な
な
か
よ
し
」

【
会
場
】　
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
２
階

�

　
会
議
室

「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」の

�

お
は
な
し
会

【
日
時
】　
４
月
24
日
㈭

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
　

【
対
象
者
】　

　
０
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

【
会
場
】　
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
２
階
　

会
議
室

【
日
時
】　

　
４
月
９
日
㈬
　
矢
吹
小
学
校

　
　
　
10
日
㈭
　
野
の
は
な

　
　
　
　
　
　
　
三
神
小
学
校

　
　
　
11
日
㈮
　
ひ
か
り
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
中
畑
小
学
校

　
　
　
16
日
㈬
　
中
央
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
　
善
郷
小
学
校

PDF版「広報やぶき」の「矢吹町のうごき」欄では、
個人名の掲載を控えさせていただいておりますので、
ご了承ください。



〒969‒0296 福島県西白河郡矢吹町一本木101　
TEL 0248（42）2117 ／ FAX 0248（42）2587
E-Mail　soumu@town.yabuki.fukushima.jp

Facebook
公式アカウント

矢吹町役場 総務課

矢吹町 検  索 www.town.yabuki.fukushima.jp

YouTube
公式チャンネル ＬＩＮＥ

印刷／矢吹タイムス印刷

古紙パルプ配合率60%再生紙を使用しています
環境にやさしい植物油インキを使って印刷しています

スマートフォンアプリ
でも「広報やぶき」を
ご覧になれます

　学校でよく友達と遊んで思い出がある学校の倉庫裏
を描きました。
　構図や奥行きを出すのが難しかったですが、柵越し
に見た景色をきれいに描くことができました。
　中学校では、バスケットボール部でがんばりたいで
す。

安
やす

田
だ

　祐
ゆ

李
り

さん
(矢吹中１年生)

※作成時は中畑小６年生

作品名 
「よく行った倉庫裏」

作品について一言

今月のやぶきっ子

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

祝  卒業




